
介

枠
聯
二
∴
ド
編
ハ
鍋
驚
　
　
鳩
脚
二
號
　
　
　

瓢…

纐
蛹
禛
n

で
あ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
内
心
の
蕪
徳
灘
を
し
い
て
は
入
に
男
芸
さ
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
今
渡
、
本
書
の
ご
と
き
捲
れ
る
藁
衛
史
繍
文
集
と
し
て
、

そ
の
永
年
・
の
鰭
…
腫
駄
鑑
活
が
う
か
い
ひ
う
る
醗
・
曾
を
あ
た
へ
ら
れ
る
と
き
、
私

信
は
、
博
士
の
理
想
鏡
に
は
睡
木
箆
鷺
美
徳
が
中
心
と
な
っ
て
み
た
と
考
へ
「

ら
れ
る
Q
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
後
身
の
吾
々
に
も
渋
し
が
た
い
教
訓
と
な

っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
軋
、
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
〔
長
廣
敏
維
〕

東
洋
讃
実
地
圖

箭
　
内
　
亙
編

和
　
岡
　
清
補

　
故
箭
内
亙
博
士
空
東
洋
讃
史
地
圃
’
ほ
大
躍
元
年
に
測
越
せ
ら
れ
、
以
來

編
奢
の
繍
訂
を
重
れ
て
大
薦
十
四
年
第
四
版
を
出
［
す
に
歪
つ
た
。
そ
の
後
不

葉
に
し
て
博
士
は
泌
去
せ
一
5
れ
た
の
で
自
然
改
舶
訂
の
機
會
た
く
、
そ
の
該
」

に
世
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
度
該
國
編
纂
に
謝
す
る
故
博
士
の
抱

負
な
り
苦
心
な
り
を
知
悉
し
て
み
る
禰
国
清
博
ま
が
該
圖
に
増
訂
を
加
へ
、

照
習
U
を
…
新
し
て
獲
激
し
た
の
が
本
醗
で
あ
る
Q

　
元
來
こ
れ
は
、
薫
習
の
歴
．
路
地
圃
が
専
1
5
支
那
本
部
の
沿
革
に
限
ら
れ
た

・
も
の
で
あ
る
の
に
不
蒲
を
懐
い
た
故
博
士
が
、
支
郷
．
民
族
の
建
て
た
國
家
の

濃
艶
は
も
と
よ
り
、
そ
の
燭
魍
の
民
族
の
盛
嚢
興
亡
に
亀
意
を
用
ゐ
、
こ
れ

を
眞
の
意
昧
で
の
束
津
膳
史
地
塁
た
ら
し
め
よ
う
と
い
ふ
意
闘
の
下
に
編
…
ま

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
當
縛
調
期
的
な
名
著
で
あ
．
つ
た
こ
と
は
…
冨
を
倹
た
な

い
。
し
か
し
故
博
士
は
、
多
少
の
疑
あ
る
も
の
は
凡
て
省
い
て
記
入
せ
ず
、

又
標
準
年
代
を
非
常
に
鰻
轡
に
し
た
、
め
に
、
大
型
な
岡
面
の
大
牛
が
寝
由

で
見
る
も
の
に
欝
翻
た
感
じ
と
・
・
一
囎
に
も
っ
た
い
な
い
と
い
ふ
感
じ
さ
へ
異

へ
た
の
で
あ
る
○
既
慶
和
罵
構
M
士
の
増
訂
に
よ
っ
て
、
鏑
倍
一
業
は
四
六
鋳
鋼

の
手
頃
な
型
に
改
め
ら
れ
た
の
と
、
利
用
者
の
便
利
を
考
へ
て
襟
腰
年
代
に

幅
を
も
た
せ
た
の
と
で
、
よ
ほ
ど
旛
疏
な
感
じ
が
緩
和
せ
ら
れ
た
上
に
、
蟻

榔
晶
圃
面
・
も
博
士
の
手
に
よ
り
、
少
キ
㍉
も
の
・
も
十
脇
鰍
笛
凹
所
の
増
肩
訂
を
韓
騰
、
工
甲
に

は
著
し
く
商
巨
を
改
．
め
た
も
の
や
、
全
然
書
き
改
め
た
り
、
新
た
に
挿
入
し

た
も
の
も
あ
る
。
か
く
て
薄
版
の
誤
謬
が
述
さ
れ
、
不
足
が
補
は
れ
、
現
在

の
最
高
永
準
を
ゆ
く
東
洋
歴
．
史
馳
岡
と
し
て
拠
生
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
り
故

博
士
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
墨
界
の
た
め
に
宮
び
に
堪
へ
な
い
。

　
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
巻
百
に
支
郷
、
古
題
岡
と
し
て
禺
跡
圖
、
鞭
夷
岡
及

び
清
内
府
一
統
輿
地
搬
器
、
〆
ソ
ゲ
ヰ
ル
支
郷
蔵
闘
の
各
…
葉
を
粥
げ
、
以

．
ト
，

　
一
計
貢
九
州
睡
、
二
赤
秋
時
代
要
地
騰
、
霧
職
國
臨
代
君
命
亜
形
勢
曄
ハ
附

　
圓
、
佛
教
興
起
以
認
印
毅
踵
、
綿
数
興
趨
以
後
印
度
閥
、
購
娼
陀
触
方
國
）

　
四
穴
園
七
雄
閥
ハ
附
騰
、
周
自
由
）
、
竃
秦
一
・
統
閥
、
漢
初
封
建
醐
）
、
穴

　
萌
漢
十
三
部
一
百
七
郡
國
隔
、
七
前
漢
式
帝
時
代
亜
細
瓶
形
勢
闘
一
樹
騒

　
脱
輪
附
近
畳
城
塁
遊
撃
、
朝
鮮
論
説
韓
隔
）
、
八
後
海
時
代
生
塵
薫
形
勢

　
睡
ハ
附
圓
　
漢
叢
復
興
時
騨
不
請
橡
陣
　
、
、
十
晋
初
島
細
獺
形
勢
岡
（
附
闘
、

　
五
胡
翼
亡
團
、
其
一
石
勒
欝
帝
、
第
二
肥
水
禽
職
、
第
三
魁
水
撃
後
）
、
十

　
【
東
晋
時
代
之
満
洲
及
朝
鮮
、
十
二
南
北
朝
時
代
瓶
細
燕
形
聡
瞬
ハ
附
圃

　
商
北
朝
末
期
四
闘
分
立
臨
、
法
顯
…
呂
羅
印
康
輪
行
蹄
）
、
十
ヨ
晴
代
薫
製
薫

　
形
勢
岡
一
門
闘
、
．
階
愛
鷹
初
群
雄
割
漏
話
）
、
十
四
唐
初
霞
細
馬
形
勢
門
ρ
附

　
閥
　
麿
長
安
城
靴
型
、
唐
代
海
上
交
懸
闘
）
、
十
竃
唐
薯
之
椿
姫
及
朝
鮮
、

C　1；」　一1　）



　
⊥
丁
由
ハ
五
代
時
茄
代
距
纐
鰹
魁
形
軸
妙
繍
凹
ハ
附
繍
、
　
鷲
欺
掛
割
田
「
轟
ハ
州
及
粟
㎜
剛
近
）
、
　
十
七

　
宋
金
鍔
訟
時
代
魚
群
亜
形
勢
闘
ハ
附
顧
、
金
歯
夏
三
國
末
年
要
地
闘
）
、
十

　
八
州
初
雛
細
盟
形
勢
闘
（
附
圃
、
元
勲
群
雄
鋼
搬
・
闘
）
、
＋
九
元
代
之
朝
鮮

　
　
　
　
　
＊
寧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
　
曇

　
孚
島
）
、
嵩
十
腿
初
骨
細
距
形
勢
麟
目
附
麟
、
明
初
樹
海
嬰
地
勢
▽
、
響
胴
欺

　
人
新
地
検
出
時
代
籏
、
骨
一
儲
李
氏
朝
鮮
、
廿
一
二
贋
末
瓶
紬
亜
形
勢
囲
（
附

　
麟
、
溝
太
㍊
時
代
之
灘
洲
｝
、
骨
四
温
初
亜
細
難
形
勢
麟
、
廿
五
露
顯
之
覗

　
細
亜
侵
略
、
廿
六
識
購
　
之
印
撲
侵
略
四
其
一
総
督
溺
、
其
二
年
代
溺
）
、
骨

　
　
ぷ
ポ
ポ

　
七
清
末
騒
織
翻
、
清
末
外
腰
闘
係
随
∴
遼
東
牛
島
、
常
州
灘
、
威
海
徳
、

　
印
裁
界
約
、
伊
偉
跡
鑑
、
湯
翻
孜
漢
門
、
酸
州
溝
）
、
骨
八
日
溝
岩
館
陶
職

　
役
強
酒
附
語
、
藁
縄
戦
役
奉
天
禽
器
財
、
憂
欝
臓
役
族
縦
要
寒
附
、
欝
露

　
職
役
二
本
海
大
海
職
懸
）
、
骨
九
清
末
難
細
亜
形
勢
圓
、
三
十
清
末
支
那
全

　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
闘
ハ
附
瞬
、
遷
代
北
京
圓
、
北
京
宮
闘
囲
）
、
辮
一
西
比
磁
路
撫
兵
及
濁
洲

　
鐵
壁
隣
（
附
隅
欝
鍋
戦
役
露
見
闘
、
青
島
要
寡
職
閣
』
）
、
舜
二
瑞
代
亜
紬
亜

　
形
勢
離
、
雅
三
現
代
東
亜
出
土
か
附
囲
、
南
京
川
路
開
場
、
上
海
一
ゆ
街
顯
、

　
却
耕
ゐ
暴
み
ゅ
街
圃
蘭
ノ
＊
印
は
酒
毒
瓜
に
舶
へ
φ
に
る
も
の
＊
＊
印
け
円
物
．
訂
の
箸
し
い

　
も
の
＊
＊
＊
は
全
然
激
n
き
改
め
た
も
の
。

の
議
圃
を
編
げ
、
巻
末
に
六
四
頁
よ
り
な
る
東
洋
讃
史
地
圓
解
紛
…
を
附
け
て

み
る
が
、
こ
れ
も
…
騰
版
を
増
訂
ナ
る
燐
が
少
く
な
い
。

　
古
代
か
ら
親
今
に
歪
る
ま
で
の
簾
史
勉
閥
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
批
勃
す

る
こ
と
ほ
劉
底
私
に
は
で
き
な
い
。
た
“
鵬
巻
第
一
に
氣
が
つ
く
の
は
、
・
円

説
に
關
す
る
こ
と
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
聾
心
支
那
忌
地
圃
の
内
、
現
存
の
支

郷
古
地
圃
ゆ
最
・
古
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
、
　
齊
阜
鐵
の
鶴
跡
閥
と
華
夷
騰
の

年
代
が
鵠
ω
唄
艶
．
O
G
と
な
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
Q
解
設
の
偶
跡
醐
の
部

分
に
も
、
こ
の
判
事
が
建
て
ら
れ
た
齊
の
絶
・
u
桝
七
年
は
余
の
煕
宗
の
天
會
十

五
年
、
姦
悪
の
紹
興
七
年
、
西
…
謄
二
謄
七
年
に
欝
る
と
あ
る
。
拙
稿
「
劉

豫
の
等
等
を
中
心
と
し
て
…
観
た
る
金
朱
交
渉
」
　
ハ
満
進
運
論
叢
第
…
）
…
○
八

頁
補
謡
ハ
4
7
＞
に
於
て
試
み
た
考
讃
に
よ
れ
ば
、
齊
阜
晶
七
年
は
金
の
熈
宗
の

天
賦
十
四
年
、
爾
…
朱
の
高
宗
の
紹
興
六
年
、
西
　
流
雛
ご
…
∵
へ
年
・
に
癬
…
．
當
す
る

筈
で
あ
．
る
。
し
か
し
こ
れ
は
胞
圃
の
内
容
に
閲
し
た
こ
と
で
は
な
い
⇔

　
我
々
が
歌
謡
に
澱
い
て
始
終
そ
の
卿
．
厄
介
に
な
る
の
は
年
表
と
地
響
と
で

・
あ
る
が
、
我
々
は
そ
の
恩
に
な
れ
ナ
ぎ
て
、
兎
角
そ
の
鹸
鰍
…
を
墨
げ
．
て
そ
の

便
利
な
黙
を
忘
れ
勝
ち
に
な
る
。
本
岡
な
ど
・
も
或
は
さ
う
い
ふ
取
扱
を
う
け

る
も
の
・
～
つ
と
な
＾
る
か
も
知
れ
な
い
。
私
は
歓
鰍
州
を
侃
嗣
げ
る
の
ほ
悪
い
こ

と
と
は
露
は
な
い
が
、
そ
の
よ
い
…
面
を
t
返
れ
て
は
た
．
ら
な
い
と
困
心
ふ
の

で
あ
る
。
多
く
の
利
用
濟
を
も
つ
で
あ
ら
う
本
圓
は
、
各
方
面
の
研
究
の
進

歩
と
・
も
に
腔
來
ま
す
．
く
成
憂
を
遂
げ
る
で
あ
ら
う
。
鄭
門
象
の
忠
告

は
、
和
田
醇
士
の
歎
迎
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
浄
交
に
於

て
も
　
踊
っ
て
ゐ
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
他
入
の
も
の
を
改
訂
す
る
こ
と
は
、

初
め
か
ら
書
き
下
す
よ
り
も
む
つ
か
し
い
。
こ
れ
ほ
本
影
増
訂
に
當
っ
て
和

則
博
歪
の
痛
感
せ
ら
れ
た
こ
と
㌦
察
せ
ら
れ
る
が
、
さ
弓
し
た
鑑
み
を
該
圃

随
慮
に
感
ず
る
の
は
私
一
人
で
は
あ
る
ま
い
。
薄
端
博
南
の
勢
を
潔
く
謝
し

た
い
と
患
ふ
。
（
昭
和
十
六
年
一
月
、
富
山
子
嚢
行
、
四
六
倍
鋼
、
定
贋
七
瞬

五
〇
鈍
）
〔
外
山
軍
治
）

東
亜
古
文
化
研
究

原
留
淑
人
著
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